
別紙様式１－５

③　職員数

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析
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別紙様式１－6（平成19年度承認計画用）

④　改善額

（ⅰ）推移表 （単位：百万円）

（ⅱ）要因分析

市川三郷町
会計名
団体名

-                

上水道事業会計

-                

-                

-                

-                

0.5                              

-                

-                

-                

-                

補償金免除額

合計平成23年度

改善額合計平成23年度平成22年度平成21年度

137             

0.0%

0.0

19               

19               

200.0%

20.0

30               

10               

平成19年度

平成20年度平成19年度

平成20年度
影響額（単位：百万円）

4.0

169             54               

50               

平成21年度

29               

35               

20.7%

6.0

平成22年度

33700.0%

168.5

23.4%

32.0

備考

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

-                

類型 a 

やむを得ない
事情

6.9%

2.0

31               

29               

8.0%

-                -                

-                

-                

-                -                

計画最終年度における未達成の要因

合計

計画目標値（A）

実績（見込）値（B）

乖離値（C）
（B－A）

乖離率（D）
（C／A）



別紙様式１－7（平成19年度承認計画用）

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析

-                 
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⑤　公営企業債現在高



別紙様式１－8（平成19年度承認計画用）

⑥　累積欠損金比率

（ⅰ）推移表

（ⅱ）要因分析 （単位：百万円、％）

分母悪化要因 （単位：百万円）

類型 c

再算定値
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202              

157              

▲ 6.9

99.1              

合計 -                  

影響額（百万
円）
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分子（累積欠損金）

分母（営業収益等）

累積欠損金比率 129.5            137.6            
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分子悪化要因 （単位：百万円）
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（ⅲ）実績（見込）値が計画目標値に届かない理由及びやむを得ない事情についての検討事項

（ⅳ）改善に向けた取組及び今後の見通し

（ⅴ）改善方針の進捗状況

・改善方針

１．

２．

・進捗状況

１． 料 金 改 定   ：

２． 滞 納 整 理   ：

  料金改定を平成２３年度及び２７年度の２回行い事業運営に必要な料金収入を確保する。平成２３年度に１
２．５％の値上げを行い経常収支の均衡を図り、２７年度に１０．０％値上げをし累積欠損金の解消に向けて取
組む。

  使用料金の滞納整理は積極的に行うが、未納者については、年３回（８月、１２月、２月）納期限を２週間と定
めた督促状を発送する。そのうち４ヶ月以上の滞納者については、納期限５日後においても入金がないとき集
金のため再度訪問し、その際入金の確約がない場合や不在で会うことができない場合には、１週間後に給水
の停止を行うこととし、料金収入の増加に努める。

今後も、使用料の増加、支出の削減は見込めないため、平成２３年度の料金改正により累積欠損金が増加しないよ
う収支の均衡を図る。
また、平成２７年度の料金改正により累積欠損金の削減を図る。

平成２１年度の使用料の計画目標値１３２百万円に対し、実績値１２３百万円で目標値の９３．２％（△９百万円）で
あったことが最大の要因である。
その理由として、給水人口が減少しており昨年１年間で６０人０．６％（給水人口 H21：9,682人、H20：9,742人）の減と
なり、また、利用者の節水意識も高まっており、年間有収水量が１８．０５千㎥１．４％（年間有収水量 H21：1,308.22
千㎥、H20：1,326.27千㎥）の減となったことが主な要因である。

  平成２３年度料金改定について、水道事業運営審議会において改善方針に沿った値上げ率
で検討中。

  ２１年度は３回（８月、１２月、２月）給水停止を伴う督促状を１０２名１，４９２，３４０円に発送
し、８６名１，１９９，１６０円が納入し、残る１６名２９３，１８０円も分割納入の最中である。


